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令和７年９月３０日 浜松市健康福祉部 

高齢者福祉課 

生きがい・長寿政策グループ 

℡ 053-457-2789   

 

 

 

報 道 発 表 

 

 

「ねんりんピック岐阜 2025」浜松市選手団結団式の開催について 

 

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」 

使ってみよう！ 
外国人にも 
日本人にも 
わかりやすい 

やさしい日本語 
に  ほん  ご 

 

 令和７年１０月１８日（土）から２１日（火）の４日間にかけて、岐阜県にて開催される 

「第３７回全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんりんピック岐阜２０２５）」への選手団派遣にあたり、結

団式を開催します。 

 

記 

 

１ 結団式の概要 

 （１）日時 令和７年１０月２日（木）午前９時３０分から午前１０時 

 （２）会場 浜松市役所 北館１階 １０１・１０２会議室 

 （３）次第  

ア 開式 

     イ 市長挨拶 市長 中野 祐介 

     ウ 交流大会参加種目及び参加人数の紹介 

エ 市旗授与 

     オ 決意表明 浜松市選手団長 鈴木 勲 

カ 閉式 

 

２ 浜松市選手団の概要 

 （１）選手団長・旗手（令和７年９月３０日現在） 

    ・選手団長 

鈴木 勲（すずき いさお） 中央区 ７５歳【ソフトボール】 

    ・旗手 

鈴木 祐三（すずき ゆうぞう） 中央区 ６７歳【ソフトボール】 
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 （２）選手団（※令和７年９月３０日現在） 

    ・参加種目 ２２種目 

    ・参加人数 １４５人（種目別専属引率者含む） 

令和６年  鳥取大会 ２２種目 １３５名 

令和５年  愛媛大会 ２０種目 １３０名  

令和４年 神奈川大会 ２２種目 １２９名 

令和３年  岐阜大会 ※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 

令和２年  岐阜大会 ※新型コロナウイルス感染症の影響により１年開催延期 

 

（３）最高齢参加選手（令和７年９月３０日現在） 

   ・男性選手 石津 好章（いしづ よしあき）中央区 ９１歳【水泳】 

   ・女性選手 大石 理子（おおいし まさこ） 中央区 ８９歳【グラウンド・ゴルフ】 

 

 

大会種別 競技種目 参加人数 

スポーツ交流大会 

卓球 ７人 

テニス ６人 

ソフトテニス ６人 

ソフトボール １６人 

ペタンク ４人 

ゴルフ ３人 

マラソン ６人 

弓道 ７人 

剣道 ５人 

ふれあいスポーツ交流大会 

水泳 10人 

グラウンド・ゴルフ ６人 

サッカー １５人 

ソフトバレーボール ９人 

太極拳 ７人 

ダンススポーツ ８人 

インディアカ ５人 

バウンドテニス ６人 

パドルテニス ８人 

文化交流大会 

囲碁 ３人 

将棋 ３人 

俳句 １人 

健康マージャン ４人 
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３ ねんりんピック岐阜２０２５美術展の概要 

   高齢者の文化活動の促進、ふれあい・生きがいづくりの推進を目的として開催される美術展に

おいても、浜松市から代表作品を出品します。 

   ・日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の６部門に１２点を出品 

 

≪参考：大会の概要≫ 

（１）名 称 第３７回全国健康福祉祭ぎふ大会 

（２）愛 称 ねんりんピック岐阜２０２５ 

（３）主 催 厚生労働省、岐阜県、一般財団法人長寿社会開発センター 

（４）共 催 スポーツ庁 

（５）テーマ 清流に 輝け ひろがれ 長寿の輪 

（６）会 期 令和７年１０月１８日（土）から２１日（火） 

   ・総合開会式  １０月１８日（土） 岐阜メモリアルセンター長良川競技場 

   ・総合閉会式  １０月２１日（火） ぎふ清流文化プラザ（長良川ホール） 

   ※交流大会のほか、美術展や地域文化伝承館など、様々なイベントが開催されます。 

（７）参加予定人員 延べ約６０万人（観客含む。） 

（８）参加資格 ６０歳以上（昭和４１年４月 1日以前に生まれた人） 

 

※ 全国健康福祉祭は、「ねんりんピック」の愛称で親しまれており、６０歳以上の高齢者を中心

とする、スポーツ・文化・芸術や健康と福祉に関する総合的な祭典です。 

   高齢者をはじめ、様々な世代が参加し、「自立」と「支え合い」の精神を持って、健康で心ふ

れあう「安心社会」づくりを目指しています。 

   旧厚生省設立５０周年を記念して、昭和６３年に第１回大会が兵庫県で開催されて以降、毎年、

各都道府県持ち回りで開催されています。（新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年及

び令和３年は未開催。） 

  


